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機能サービス
Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceのアクティブ化、開始、停
止を行うには、Serviceability GUIを使用します。アクティブ化すると、サービスが有効にな
り、開始されます。使用するすべての機能について、手動で機能サービスをアクティブ化する

必要があります。サービスのアクティブ化に関する推奨事項については、サービスのアクティ

ブ化に関するトピックを参照してください。

IM and Presenceノードから Unified Communications Managerサーバーにアクセスしようとした
場合、またはその逆を行おうとした場合、以下のエラーが発生することがあります：「サー

バーへの接続が確立できません（リモートノードにアクセスできません）」。このエラーメッ

セージが表示された場合は、『Administration Guide for Cisco Unified Communications Manager』
を参照してください。

（注）

IM and Presenceを使用したデバイスは、常設チャット、コンプライアンス、およびファイル転
送をサポートするためにPostgres外部データベースを使用するように設定されます。ただし、
IM and Presenceサーバーと Postgres間の接続は保護されず、データはチェックなしで通過しま
す。TLSをサポートしないサービスまたはデバイスの場合は、IP Secを設定することによって
セキュア通信を提供する別の方法があります。この方法は、通信セッションの IPパケットご
とに認証と暗号化を行うことによるセキュア通信用の標準プロトコルです。

（注）

[サービスの開始（Service Activation）]ウィンドウでサービスをアクティブ化した後、[コント
ロールセンター -機能サービス（Control Center - Feature Services）]ウィンドウでサービスを起
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動する必要はありません。サービスが何らかの理由で起動しなければ、[コントロールセン
ター -機能サービス（Control Center - Feature Services）]ウィンドウで起動する必要があります。

システムがインストールされた後、機能サービスは自動的にアクティブ化されません。サービ

スアビリティレポートのアーカイブ機能などの設定機能を使用するには、機能サービスをアク

ティブ化する必要があります。

Unified Communications Managerおよび Cisco Unified IM and Presence Serviceのみ：Unified
CommunicationsManagerをアップグレードする場合、アップグレード前にシステムで有効化さ
れているていたこれらのサービスは、アップグレード後に自動的に起動します。

機能サービスをアクティブ化した後、製品の管理 GUIを使用してサービスパラメータ設定を
変更できます。

• Cisco Unified Communications Manager Administration

• Cisco Unity Connection Administration

機能サービスのカテゴリ

Cisco Unified Serviceabilityでは、[サービスの開始（Service Activation）]ウィンドウと [コント
ロールセンター -機能サービス（Control Center - Feature Services）]ウィンドウは機能サービ
スを次のグループに分類しています。

•データベースおよび管理サービス

•パフォーマンスおよびモニタリングサービス

• CMサービス

• CTIサービス

• CDRサービス

•セキュリティサービス

•ディレクトリサービス

• Voice Quality Reporterサービス

Cisco Unified IM and Presence Serviceabilityでは、[サービスの開始（Service Activation）]ウィ
ンドウと [コントロールセンター -機能サービス（Control Center - Feature Services）]ウィン
ドウは機能サービスを次のグループに分類しています。

•データベースおよび管理サービス

•パフォーマンスおよびモニタリングサービス

• IM and Presence Serviceサービス

サービス
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データベースおよび管理サービス

Locations Bandwidth Manager

このサービスは、IM and Presence Serviceではサポートされません。

Locations Bandwidth Managerサービスは、1つ以上のクラスタで設定されているロケーション
とリンクデータからネットワークモデルを組み立て、2つのロケーション間の有効なパスを決
定し、コールのタイプごとの帯域幅の可用性に基づいて2つのロケーション間のコールを許可
するかどうかを決定し、許可された各コールの実行期間の帯域幅を差し引きます（予約しま

す）。

Cisco AXL Web Service

Cisco AXL Web Serviceを使用すると、データベースエントリを変更し、AXLを使用するクラ
イアントベースのアプリケーションからストアドプロシージャを実行することができます。

IM and Presence Serviceシステムでは、このサービスは Unified Communications Managerと Cisco
Unity Connectionの両方をサポートします。

Cisco UXL Webサービス

このサービスは、IM and Presence Serviceではサポートされません。

Cisco IP電話Address Book Synchronizerの TabSyncクライアントは、Unified Communications
Managerデータベースに対するクエリーに Cisco UXL Webサービスを使用します。これによ
り、Cisco IP電話Address Book Synchronizerユーザーは自身に関連するエンドユーザーデータの
みにアクセスすることになります。 Cisco UXL Webサービスは、次の機能を実行します。

•エンドユーザーがCisco IP電話AddressBookSynchronizerにログインするときにエンドユー
ザー名とパスワードを確認することにより、認証チェックを行います。

•コンタクトの一覧表示、取得、更新、削除、追加などの機能を実行するために現在 Cisco
IP電話Address Book Synchronizerにログインしているユーザだけを許可することにより、
ユーザ許可チェックを行います。

Cisco Bulk Provisioningサービス

このサービスは、Cisco Unity Connectionをサポートしていません。

設定でクラスタをサポートしている場合（Unified Communications Managerのみ）、Cisco Bulk
Provisioning Serviceは 1台目のサーバーでのみ有効化することができます。 Unified
CommunicationsManager BulkAdministration Toolを使用して電話とユーザーを管理する場合は、
このサービスを有効にする必要があります。

Cisco TAPSサービス

このサービスは、Cisco Unity Connectionまたは IM and Presence Serviceをサポートしていませ
ん。

サービス
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Auto-Registered Phones Support（TAPS）サービス用のCiscoツールはCiscoUnifiedCommunications
Manager Auto-Register Phone Toolをサポートしているため、音声自動レスポンス装置（IVR）
プロンプトにユーザーが応答した後、カスタマイズされた設定を自動登録済みの電話にアップ

ロードできます。

クラスタをサポートする設定にした場合（UnifiedCommunicationsManagerのみ）、最初のサー
バーでこのサービスを有効にします。ツール用にダミーのMACアドレスを作成する場合、
Cisco Bulk Provisioningサービスが同じサーバー上でアクティブ化されていることを確認しま
す。

CiscoUnified CommunicationsManager Auto-Register Phone ToolはCisco Customer Response Solutions
（CRS）に依存します。ツールが設計どおりに動作できるようにするには、CRSマニュアル
で説明されているように CRSサーバーを設定し、実行していることを確認します。

ヒント

Platform Administrative Webサービス

Platform Administrative Webサービスとは、Unified Communications Manager、IM and Presence
Service、Cisco Unity Connectionシステムでアクティブ化され PAWS-Mサーバーがシステムを
アップグレードできるようにすることが可能な Simple Object Access Protocol（SOAP）APIで
す。

PAWS-Mサーバーで Platform Administrative Webサービスをアクティブ化しないでください。重要

Performance and monitoring services

Cisco Serviceability Reporter

Cisco Serviceability Reporterサービスは、日次レポートを生成します。詳細については、
Serviceabilityレポートのアーカイブに関連するトピックを参照してください。

クラスタをサポートする設定の場合（UnifiedCommunicationsManagerのみ）、このサービスは
クラスタ内のすべての Unified Communications Managerサーバーにインストールされます。
Reporterは、ログに記録された情報に基づいてレポートを 1日 1回生成します。 Reporterが生
成したレポートには、Cisco Unified Serviceabilityの [ツール（Tools）]メニューからアクセスで
きます。各要約レポートは、特定のレポートの統計を示すさまざまなチャートで構成されま

す。サービスをアクティブ化した後、レポートの生成に最大 24時間かかる場合があります。

関連トピック

サービスアビリティレポートのアーカイブ

Cisco CallManager SNMPサービス

このサービスは、IM and Presence Serviceおよび Cisco Unity Connectionをサポートしていませ
ん。

サービス
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このサービスは、CISCO-CCM-MIBを実装し、UnifiedCommunicationsManagerが使用できるプ
ロビジョニングおよび統計情報に対する SNMPアクセスを提供します。

クラスタをサポートする設定にした場合（UnifiedCommunicationsManagerのみ）、クラスタ内
のすべてのサーバーでこのサービスを有効にします。

CMサービス
ここでは、CMサービスについて説明します。IM and Presence Serviceおよび Cisco Unity
Connectionには適用されません。

Cisco CallManager

Cisco CallManager Serviceは、ソフトウェアのみのコール処理、また、Unified Communications
Managerのシグナリングおよびコール制御機能を提供します。

Unified Communications Managerクラスタのみ：このサービスを有効化する前に、Cisco Unified
Communications Manager管理で、[Cisco Unified Communications Manager検索および一覧表示]
ウィンドウに Unified Communications Managerサーバーが表示されていることを確認してくだ
さい。サーバーが表示されていない場合、このサービスをアクティブ化する前に Unified
Communications Managerサーバーを追加します。サーバーを検索して追加する方法について
は、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』を参照してくだ
さい。

Unified Communications Managerクラスタのみ：[Service Activation]で Cisco CallManagerまたは
CTIManagerサービスを無効にした場合、サービスを無効にしたUnifiedCommunicationsManager
サーバーはデータベースに存在しなくなります。これは、グラフィカルユーザーインターフェ

イス（GUI）に表示されないため、[Cisco Unified Communications Managerの管理]で設定操作
で、該当する Unified Communications Managerサーバーを選択できないことを意味します。そ
の後、同じ Unified Communications Managerサーバーのサービスを再度有効にすると、データ
ベースに Unified Communications Managerのエントリが再作成され、サーバー名または IPアド
レスに「CM_」プレフィックスが追加されます。たとえば、IPアドレスが 172.19.140.180の
サーバーで Cisco CallManagerまたは CTIManagerサービスを再度有効化した場合は、Cisco
Unified Communications Managerの管理に CM_172.19.140.180と表示されます。これで、新し
く「CM_」プレフィックスが追加されたサーバーを Cisco Unified Communications Managerの
管理で選択できるようになりました。

ヒント

次のサービスには、Cisco CallManagerサービスのアクティブ化が必要です。

• CMサービス

• CDRサービス

サービス
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Cisco TFTP

Cisco Trivial File Transfer Protocol（TFTP）は、トリビアルファイル転送プロトコル（FTPの簡
易バージョン）と整合性のあるファイルを構築し、提供します。 Cisco TFTPは、埋め込みコ
ンポーネント実行ファイル、リンガーファイル、デバイスコンフィギュレーションファイル

を提供します。

Unified Communications Managerのみ：設定ファイルには、デバイス（電話およびゲートウェ
イ）が接続する Unified Communications Managerのリストが含まれます。デバイスをブートす
ると、コンポーネントは、Dynamic Host Configuration Protocol（DHCP）サーバーにそのネット
ワーク設定情報を照会します。DHCPサーバーはデバイスの IPアドレス、サブネットマスク、
デフォルトゲートウェイ、ドメインネームシステム（DNS）サーバーアドレスと TFTPサー
バー名またはアドレスを返します。デバイスがTFTPサーバーに設定ファイルをリクエストし
ます。設定ファイルには、Unified Communications Managerおよびデバイスが Unified
CommunicationsManagerに接続する際に使用するTCPポートのリストが含まれます。設定ファ
イルには、Unified Communications Managerおよびデバイスが Unified Communications Manager
に接続する際に使用する TCPポートのリストが含まれます。

Cisco Messaging Interface

Cisco Messaging Interfaceを使用すると、Simplified Message Desk Interface（SMDI）に準拠した
外部の音声メッセージングシステムをCiscoUnified CommunicationsManagerに接続できます。
SMDIは、着信コールを適切に処理するために必要な情報を電話システムが音声メッセージン
グシステムに提供する方法を定義します。

Cisco Unified Mobile Voice Access Service

Cisco Unified Voice Access Serviceは、Cisco Unified Mobility内のモバイルボイスアクセス機能
を起動します。モバイルボイスアクセスは自動音声レスポンス（IVR）システムで、この機能
により Cisco Unified Mobilityユーザーは次のタスクを実行できます。

•コールがデスクの電話から発信されたかのように、携帯電話からコールを発信します。

• Cisco Unified Mobilityを有効にします。

• Cisco Unified Mobilityを無効にします。

Cisco IP Voice Media Streaming App

Cisco IP Voice Media Streaming Applicationサービスは、メディアターミネーションポイント
（MTP）、会議、保留音（MoH）、およびアナンシエータに使用する音声メディアストリー
ミング機能を Unified Communications Managerに提供します。 Cisco IP Voice Media Streaming
Applicationは、Unified Communications Managerから、リアルタイムプロトコル（RTP）スト
リーミングを処理する IP音声メディアストリーミングドライバにメッセージをリレーしま
す。

Cisco IP Voice Media Streaming Applicationサービスは、会議、MOH、アナンシエータ、MTPな
どの IP Voice Media Streaming Applicationコンポーネントを含むコールレッグの呼管理レコー
ド（CMR）ファイルは生成しません。

サービス
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Cisco CTIManager

Cisco CTI Managerには、アプリケーションと対話する CTIコンポーネントが含まれます。こ
のサービスは、アプリケーションのコール制御機能を実行するために電話および仮想デバイス

をモニタまたは制御することもできます。

Unified Communications Managerクラスタのみ：CTI Managerを使用すると、アプリケーション
はクラスタのすべての Unified Communications Managerのリソースおよび機能にアクセスする
ことができ、フェールオーバー機能が向上します。 1つのクラスタでは 1つまたは複数の CTI
Managerをアクティブにできますが、個々のサーバーに置くことのできる CTI Managerは 1つ
だけです。 1つのアプリケーション（JTAPI/TAPI）を複数の CTI Managerに同時に接続できま
すが、1つのアプリケーションがメディアターミネーションを持つデバイスを開くために使用
できる接続は、一度に 1つだけです。

Cisco Extension Mobility

このサービスはエクステンションモビリティ機能をサポートし、この機能に対するログイン

と自動ログアウト機能を実行します。

Cisco Dialed Number Analyzer

Dialed Number Analyzerサービスは、Unified Communications Manager Dialed Number Analyzerを
サポートしています。アクティブ化すると、このアプリケーションによって大量のリソースが

消費されるため、このサービスはコール処理の中断が最小限になるオフピーク時にのみ実行し

てください。

Cisco Unified Communications Managerクラスタの場合のみ：このサービスをクラスタ内のすべ
てのサーバーで有効化することは推奨されません。このサービスは、コール処理作業が最も少

ないクラスタのサーバーの 1つでのみアクティブにすることを推奨します。

Cisco Dialed Number Analyzer Server

Cisco Dialed Number Analyzer Serverサービスは Cisco Dialed Number Analyzerサービスととも
に、Cisco Unified CommunicationsManager Dialed Number Analyzerをサポートします。このサー
ビスは、Cisco Dialed Number Analyzerサービス専用のノードでのみアクティブ化する必要があ
ります。

Cisco Unified Communications Managerクラスタの場合のみ：このサービスをクラスタ内のすべ
てのサーバーで有効化することは推奨されません。このサービスは、コール処理作業が最も少

ないクラスタのサーバーの 1つでのみアクティブにすることを推奨します。

Cisco DHCP Monitorサービス

Cisco DHCP Monitorサービスは、データベーステーブルで、IP電話の IPアドレスの変更をモ
ニタします。変更が検出されると、/etc./dhcpd.confファイルを変更し、DHCPDデーモンを再
起動します。

サービス
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シスコクラスタ間検索サービス

Intercluster Lookup Service（ILS）は、クラスタ全体をベースとして実行されます。 ILSを使用
すると、リモートの Unified Communications Managerクラスタのネットワークを作成すること
ができます。 ILSクラスタ検出機能を使用すると、管理者が各クラスタ間の接続を手動で設定
しなくても、Cisco Unified Communications Managerからリモートクラスタに接続できるように
なります。 ILSグローバルダイヤルプランレプリケーション機能は、ILSネットワーク内の
クラスタがグローバルダイヤルプランデータを ILSネットワーク内の他のクラスタと交換で
きるようにします。

ILSの有効化は、Cisco Unified Communications Manager管理で、高度な機能 > ILS設定を選択
して、[ILS設定]ウィンドウで行うことができます。

Cisco UserSyncサービス

Cisco UserSyncサービスは、Unified Communications Managerのエンドユーザテーブルのデー
タを LDAPデータベースに同期します。

Cisco UserLookup Web Service

CiscoUserLookupWeb Serviceは、商用コール（外部ゲートウェイ経由のコール）を着信側の内
線の代替番号に転送して、外線番号に電話する際の商用コストがかからないようにします。

UnifiedCommunicationsManagerネットワーク内の発信者が外線番号にコールを発信する場合、
Unified Communications Managerは内部番号が LDAPデータベースの着信側に存在するかどう
かを確認します。内線番号がある場合、そのコールはその内線番号に転送されます。 LDAP
データベースに内線番号がない場合は、そのコールは元の（外線の）番号に転送されます。

シスコヘッドセットサービス

互換性のある Cisco IP電話、Cisco Jabber、またはその他の Ciscoデバイスを使用している場
合、Cisco Headset Serviceで、シスコヘッドセットのインベントリ、設定の更新、および診断
データを管理することができます。

CiscoCallManagerサービスが既に実行されている場合は、すべてのユニファイドコミュニケー
ションマネージャノードでシスコヘッドセットサービスをアクティブにする必要があります。

Cisco Unified CMの管理インターフェイスを使用してヘッドセットを管理するには、ユニファ
イドコミュニケーションマネージャノード上でシスコヘッドセットサービスをアクティブに

してください。 Cisco CallManagerサービスは、シスコヘッドセットサービスを有効にすると
自動的にアクティブになります。必要でない場合は、CiscoCallManagerサービスを非アクティ
ブにします。

（注）

IM and Presence Services
IM and Presence Serviceは IM and Presence Serviceだけに適用されます。
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Cisco SIP Proxy

Cisco SIP Proxyサービスは、SIPレジストラとプロキシ機能を提供します。これには、リクエ
ストのルーティング、要求者の識別、および伝送の相互接続が含まれます。

Cisco Presence Engine

Cisco Presence Engineは標準ベースの SIPおよび SIMPLEインターフェイスを使用して、ユー
ザーの機能と属性を収集、集約、および配布します。また、可用性ステータスとユーザの通信

機能に関する情報を収集します。

Cisco XCP Text Conference Manager

Cisco XCP Text Conference Managerはチャット機能をサポートします。チャット機能を使用す
ると、ユーザーは、オンラインチャットルームで互いにコミュニケートできます。アドホック

（一時的）なチャットルームと、削除されるまでシスコがサポートしている外部データベース

に保持される常設チャットルームを使用したチャット機能がサポートされています。

Cisco XCP Web Connection Manager

Cisco XCP Web Connection Managerサービスでは、ブラウザベースのクライアントを IM and
Presence Serviceに接続できます。

Cisco XCP Connection Manager

Cisco Unified Presence XCP Connection Managerは、Cisco Unified Presenceサーバーに接続するた
めに XMPPクライアントを有効にします。

Cisco XCP SIP Federation Connection Manager

Cisco XCP SIP Federation Connection Managerは、SIPプロトコル経由でMicrosoft OCSを使用し
たドメイン間フェデレーションをサポートします。展開に IM and Presence Service Release 9.0
クラスタとCiscoUnified PresenceRelease 8.6クラスタとの間のクラスタ間接続が含まれる場合、
このサービスもオンにする必要があります。

Cisco XCP XMPP Federation Connection Manager

Cisco XCP XMPP Federation Connection Managerは XMPPプロトコル経由での IBM Lotus
Sametime、Cisco Webex Meetings Center、GoogleTalkなどのサードパーティエンタープライズ
とのドメイン間フェデレーション、および XMPPプロトコル経由での別の IM and Presence
Serviceエンタープライズとのドメイン間フェデレーションをサポートします。

Cisco XCP Message Archiver

Cisco XCP Message Archiverサービスは、IMコンプライアンス機能をサポートします。 IMコ
ンプライアンス機能は、ポイントツーポイントメッセージ、チャット機能のアドホック（一時

的）なチャットルームと常設チャットルームからのメッセージなど、IM and Presence Service
サーバーとの間で送受信したすべてのメッセージを記録します。メッセージは、シスコによっ

てサポートされる外部データベースに記録されます。

サービス
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Cisco XCP Directory Service

Cisco XCP Directoryサービスは XMPPクライアントと LDAPディレクトリの統合をサポート
し、ユーザが LDAPディレクトリの連絡先を検索および追加できるようにします。

Cisco XCP Authentication Service

Cisco XCP Authentication Serviceは、IM and Presence Serviceに接続する XMPPクライアントか
らのすべての認証リクエストを処理します。

CTIサービス
ここでは、CTIサービスについて説明します。Cisco Unity Connectionまたは IM and Presence
Serviceには適用されません。

Cisco IP Manager Assistant

このサービスは、Cisco Unified Communications Manager Assistantをサポートしています。サー
ビスをアクティブ化すると、CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantによってマネージャ
とアシスタントがより効率的に連携できるようなります。CiscoUnifiedCommunicationsManager
Assistantは、プロキシ回線サポートと共有回線サポートという 2種類の動作モードをサポート
しています。

この機能は、コールルーティングサービス、マネージャに対する電話機能の機能拡張、そし

て主にアシスタントによって使用されるデスクトップインターフェイスで構成されています。

このサービスは、マネージャ宛てのコールを代行受信し、これを事前に設定されたコールフィ

ルタに基づいて選択したアシスタント、マネージャ、または他の宛先にルーティングします。

マネージャはコールルーティングを動的に変更することができます。たとえば、電話機のソフ

トキーを押すと、すべてのコールをアシスタントにルーティングするようサービスに指示した

り、それらのコールの状態を受信したりすることができます。

Unified Communications Managerのユーザーは、マネージャとアシスタントで構成されます。
ルーティングサービスはマネージャのコールを代行受信し、それを適切にルーティングしま

す。アシスタントユーザーはマネージャに代わってコールを処理します。

Cisco WebDialer Web Service

Cisco Unified Communications Managerシステム用の Cisco WebDialer Webサービス

Cisco Web Dialerにはクリックツーダイヤル機能があります。この機能を使用すると、Unified
Communications Managerのクラスタ内のユーザーが、Webページやデスクトップアプリケー
ションを使用して、クラスタ内およびクラスタ外の他のユーザーに対してコールを発信するこ

とができるようになります。 Cisco Web Dialerには、ユーザーがクラスタ内で相互に通話する
ためのWebページが用意されています。 Cisco WebDialerは、WebDialer Servletと Redirector
Servletという 2つのコンポーネントで構成されています。

Redirector Servletは、サードパーティ製アプリケーションにCiscoWeb Dialerを使用する機能を
提供します。Redirector ServletはCiscoWebDialerユーザーのための適切なUnifiedCommunications

サービス
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Managerのクラスタを検出し、そのクラスタの Cisco Web Dialerにリクエストをリダイレクト
します。 Redirector機能は Simple Object Access Protocol（SOAP）ベースのWeb Dialerアプリ
ケーションでは使用できないため、HTTPまたは HTMLベースのWeb Dialerクライアントア
プリケーションでのみ使用できます。

セルフプロビジョニング IVR

セルフプロビジョニング IVRサービスの導入により、Unified Communications Managerに自動
登録された IPフォンをより少ない作業量で、より早くユーザーに割り当てることができます。
IVRサービスを使用するユーザーの内線番号から、[セルフプロビジョニング（Self-Provisioning）]
ページで設定された CTI RP DNにダイヤルすると、電話がセルフプロビジョニング IVRアプ
リケーションに繋がり、セルフサービスクレデンシャルの提供が求められます。入力したセ

ルフサービスクレデンシャルの検証に基づいて、IVRサービスが自動登録された IPフォンを
ユーザーに割り当てます。

サービスが非アクティブ化されている場合でもセルフプロビジョニングを設定することはでき

ますが、管理者が IVRサービスを使用して IPフォンをユーザーに割り当てることはできませ
ん。デフォルトでは、このサービスは非アクティブ化されています。

セルフプロビジョニング IVRサービスを有効にするには、Cisco CTI Managerサービスも有効
にする必要があります。

セルフプロビジョニングの設定方法の詳細については、『Administration Guide for Cisco Unified
Communications Manager』を参照してください。

CDRサービス
ここでは、CDRサービスについて説明します。IM and Presence Serviceおよび Cisco Unity
Connectionには適用されません。

CAR Webサービス

CiscoCARWebサービスはCARのユーザインターフェイスをロードします。CARはCDRデー
タを使用して CSV形式または PDF形式のレポートを生成するWebベースのレポートアプリ
ケーションです。

Cisco SOAP - CDRonDemandサービス

SOAPまたは HTTPSベースのサービスである Cisco SOAP - CDRonDemandサービスは、CDR
Repositoryサーバーで実行されます。ユーザーが指定した間隔（最大 1時間）に基づく CDR
ファイル名のリストに対するSOAPリクエストを受信し、リクエストで指定された時間内に収
まるファイル名のリストを返します。また、このサービスはリクエストで指定されたファイル

名と転送方式（SFTPまたは FTP、サーバー名、ログイン情報、ディレクトリ）を持つ特定の
CDR/CMRファイルの配信に対するリクエストも受信します。

HTTPSまたは SOAPインターフェイスを通じて CDRデータにアクセスするサードパーティ製
の課金アプリケーションを使用している場合は、このサービスをアクティブにします。

サービス

11

サービス

セルフプロビジョニング IVR



UnifiedCommunicationsManagerリリース 12.xと以降のリリースの場合、CDRonDemand Service
は、デフォルトで有効になっていません。CDRonDemandServiceを有効にする場合、このサー
ビスを手動でアクティブにする必要があります。 CDR onDemand Serviceをアクティブにする
に

は、/usr/local/cm/bin/soapservicecontrol2.shCDRonDemandServiceCDRonDemanddeploy8443

コマンドを実行します。

セキュリティサービス

この項では、セキュリティサービスについて説明します。IM and Presence Serviceおよび Cisco
Unity Connectionには適用されません。

Cisco CTL Provider

Unified Communications Managerのみ：ローカルシステムアカウント権限で実行される Cisco
CTL Providerサービスは、クライアント側のプラグインである Cisco CTL Provider Utilityと連
携し、クラスタのセキュリティモードを非セキュアモードから混合モードに変更します。こ

のプラグインをインストールすると、Cisco CTL Providerサービスは、CTLファイルのクラス
タ内のすべての Unified Communications Managerおよび Cisco TFTPサーバーのリストを取得し
ます。ここには、クラスタ内のセキュリティトークンおよびサーバーのリストが含まれます。

Cisco CTL Clientまたは CLIコマンドセット utils ctlをインストールおよび設定してから、こ
のサービスをアクティブ化してクラスタ全体のセキュリティモードを非セキュアからセキュア

に変更することができます。

サービスをアクティブ化すると、CiscoCTLProviderサービスはデフォルトCTLポート（2444）
に戻ります。ポートを変更する場合の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager
Security Guide』を参照してください。

Cisco Certificate Authority Proxy Function（CAPF）

Certificate Authority Proxy Function（CAPF）アプリケーションと連携することで、CAPFサー
ビスは設定に応じて次のタスクを実行できます。

•サポートされているCiscoUnified IP電話モデルにローカルで有効な証明書を発行します。

•電話の既存の証明書をアップグレードします。

•トラブルシューティング用に電話の証明書を取得します。

•電話のローカルで有効な証明書を削除します。

Unified CommunicationsManagerのみ：Real-TimeMonitoring Tool（RTMT）でリアルタイム情報
を表示する場合、CAPFサービスは最初のサーバーにのみ表示されます。

（注）

サービス

12

サービス

セキュリティサービス



ディレクトリサービス

ここでは、ディレクトリサービスについて説明します。IM and Presence Serviceおよび Cisco
Unity Connectionには適用されません。

Cisco DirSync

Unified CommunicationsManager：CiscoDirSyncサービスを使用すると、Unified Communications
Managerのデータベースにすべてのユーザ情報が保存されます。たとえば、Microsoft Active
DirectoryやNetscape/iPlanetDirectoryなどの統合された社内ディレクトリをUnifiedCommunications
Managerに使用している場合、CiscoDirSyncサービスはユーザデータをUnifiedCommunications
Managerデータベースに移行します。CiscoDirSyncサービスは社内ディレクトリのパスワード
を同期しません。

重複した電子メール IDを持つユーザーは同期されず、管理者は同期されていないユーザーの
リストに関する通知を受信しません。これらの IDは Unified RTMTの DirSyncエラーログに
表示されます。

（注）

Cisco Unity Connection：Cisco Unity Connectionが LDAPディレクトリと統合されている場合、
CiscoDirSyncサービスはLDAPディレクトリ内の対応するデータとCiscoUnity Connectionサー
バー上の Unified Communications Managerのデータベース内のユーザーデータ（氏名、エイリ
アス、電話番号など）の小規模なサブセットを同期します。別のサービス

（CuCmDbEventListener）では、Unified Communications Managerのデータベースのデータと
Cisco Unity Connectionユーザデータベースのデータを同期します。 Cisco Unity Connectionク
ラスタが設定されている場合、Cisco DirSyncサービスはパブリッシャサーバだけで実行され
ます。

ロケーションベースのトラッキングサービス

ここでは、ロケーションベースのトラッキングサービスについて説明します。

Cisco Wireless Controller Synchronizationサービス

このサービスは、ネットワークのワイヤレスアクセスポイントと関連モバイルデバイスのス

テータスを提供するロケーション認識機能をサポートします。

このサービスは、Unified Communications Managerとシスコのワイヤレスアクセスポイントコ
ントローラを同期するためにも実行する必要があります。サービスが動作し、同期が設定され

ると、Unified Communications Managerは、データベースとシスコのワイヤレスアクセスポイ
ントコントローラを同期し、コントローラが管理するワイヤレスアクセスポイントのステー

タス情報を保存します。最新の情報となるように、一定の間隔で同期が実行されるようにスケ

ジュール設定できます。

サービス
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新しいシスコワイヤレスアクセスポイントコントローラを追加するときに、このサービスが

動作していることを確認します。

（注）

Voice Quality Reporterサービス
この項では、Voice Quality Reporterサービスについて説明します。IM and Presence Serviceおよ
び Cisco Unity Connectionには適用されません。

Cisco Extended Functions

Cisco Extended Functionsサービスは、Quality Report Tool（QRT）など、Unified Communications
Managerの音声品質機能のサポートを提供します。個々の機能の詳細については、『System
Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager』および『Cisco Unified IP
PhoneAdministrationGuide for Cisco Unified Communications Manager』を参照してください。

ネットワークサービス
ネットワークサービスは自動的にインストールされ、データベースサービスやプラットフォー

ムサービスなど、システムが動作するために必要なサービスが含まれます。これらのサービ

スは、基本機能に必要なため [サービスのアクティブ化（Service Activation）]ウィンドウで有
効にできません。トラブルシューティングのためなど、必要に応じて [コントロールセンター
-ネットワークサービス（ControlCenter -NetworkServices）]ウィンドウで、ネットワークサー
ビスを停止してから起動（または再起動）する必要があります。

アプリケーションのインストール後、ネットワークサービスは [コントロールセンター -ネッ
トワークサービス（Control Center - Network Services）]ウィンドウで指定されたとおりに自動
的に起動します。 Serviceability GUIは論理グループにサービスを分類します。

パフォーマンスおよびモニタリングサービス

Cisco CallManagerのサービスアビリティ RTMT

Cisco CallManager Serviceability RTMTサーブレットは、トレースの収集と表示、パフォーマン
スモニタリングオブジェクトの表示、アラートの処理、システムパフォーマンスとパフォー

マンスカウンタのモニタなどを実行できる IM and Presence Real-TimeMonitoring Tool（RTMT）
をサポートします。

Cisco RTMT Reporter Servlet

CiscoRTMTReporterサーブレットを使用すると、RTMTにレポートをパブリッシュできます。

サービス
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Cisco Log Partition Monitoring Tool

Cisco Log Partition Monitoring Toolサービスは、設定済みのしきい値とポーリング間隔を使用し
て、ノード（またはクラスタ内のすべてのノード）上のログパーティションのディスク使用率

をモニタするログパーティションモニタリング機能をサポートします。

Cisco Tomcat Stats Servlet

Cisco Tomcat Stats Servletは RTMTまたは CLIを使用して Tomcat perfmonカウンタをモニタす
ることができます。このサービスが CPU時間などのリソースを大量に使用していることが疑
われる場合を除き、このサービスを停止しないでください。

Cisco RIS Data Collector

Real-time Information Server（RIS）は、デバイス登録ステータス、パフォーマンスカウンタ統
計、生成された重大アラームなどのリアルタイム情報を保持します。 Cisco RIS Data Collector
サービスは、IM and Presence Real-Time Monitoring Tool（RTMT）、SOAPアプリケーションな
どのアプリケーションに、クラスタ内のすべてのRISノードに格納された情報を取得するため
のインターフェイスを提供します。

Cisco AMCサービス

このサービス、Alert Manager、Collectorサービスを Real-Time Monitoring Tool（RTMT）に使用
することで、RTMTはサーバ（またはクラスタ内のすべてのサーバ）に存在するリアルタイム
情報を取得できるようになります。

Cisco Audit Event Service

Cisco Audit Event Serviceは、ユーザーによる、またはユーザー処理の結果による Unified
CommunicationsManagerまたは IM and Presenceシステムへの管理設定のすべての変更をモニタ
し、記録します。 Cisco Audit Event Serviceは、ログイン、ログアウト、IMチャットルームの
入退場などのエンドユーザイベントもモニタし、記録します。

バックアップおよび復元サービス

Cisco DRF Master

これは、IM and Presence Serviceには適用されません。

CiscoDRFMaster Agentサービスは、Disaster Recovery System GUIまたは CLIと連携して必要に
応じてバックアップのスケジューリング、復元の実行、依存関係の表示、ジョブステータスの

確認、ジョブの取り消しを行う DRF Master Agentをサポートします。 Cisco DRF Master Agent
は、バックアップおよび復元プロセス用のストレージメディアも提供します。

Cisco DRF Local

Cisco DRF Localサービスは、DRF Master Agentの主要部分である Cisco DRF Local Agentをサ
ポートします。コンポーネントは、ディザスタリカバリフレームワークを使用するために

Cisco DRF Local Agentに登録されます。 Cisco DRF Local Agentは、Cisco DRF Master Agentか

サービス
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ら受信したコマンドを実行します。CiscoDRFLocalAgentは、ステータス、ログ、およびコマ
ンド結果を Cisco DRF Master Agentに送信します。

システムサービス

Cisco CallManagerのサービスアビリティ

Cisco CallManager Serviceabilityサービスは、問題をトラブルシューティングし、サービスを管
理するために使用するWebアプリケーション/インターフェイスであるCiscoUnifiedServiceability
および IM and Presence Service Serviceability GUIをサポートしています。自動的にインストー
ルされるこのサービスは Serviceability GUIにアクセスできます。サーバーでこのサービスを
停止すると、そのサーバーを参照するときに Serviceability GUIにアクセスできません。

Cisco CDP

Cisco Discovery Protocol（CDP）は音声アプリケーションを他のネットワーク管理アプリケー
ションにアドバタイズするため、ネットワーク管理アプリケーション（SNMPや Cisco Unified
Operations Managerなど）が、音声アプリケーション用のネットワーク管理タスクを実行でき
るようになります。

Cisco Trace Collection Servlet

Cisco Trace Collection Servletは、Cisco Trace Collectionサービスとともにトレース収集をサポー
トし、ユーザーが RTMTを使用してトレースを表示できるようにします。サーバー上でこの
サービスを停止すると、そのサーバー上のトレースは収集または表示ができなくなります。

SysLogビューアと Trace and Log Centralが RTMTで動作するためには、Cisco Trace Collection
Servletと Cisco Trace Collection Serviceがサーバーで動作している必要があります。

Cisco Trace Collectionサービス

Cisco Trace Collectionサービスは、Cisco Trace Collection Servletとともにトレース収集をサポー
トし、ユーザーが RTMTクライアントを使用してトレースを表示できるようにします。サー
バー上でこのサービスを停止すると、そのサーバー上のトレースは収集または表示ができなく

なります。

SysLogビューアと Trace and Log Centralが RTMTで動作するためには、Cisco Trace Collection
Servletと Cisco Trace Collection Serviceがサーバーで動作している必要があります。

必要に応じて初期化時間を短くし、Cisco Trace Collection Servletを再起動する前に Cisco Trace
Collectionサービスを再起動することを推奨します。

ヒント
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プラットフォームサービス

Cisco DB

Cisco DBサービスは、Unified CommunicationsManager上での Progresデータベースエンジンを
サポートしています。 IM and Presence Serviceでは、A Cisco DBサービスは IDSデータベース
エンジンをサポートします。

Cisco DB Replicator

Unified Communications Managerおよび IM and Presenceのみ：Cisco DB Replicatorサービスは、
データベース設定と、クラスタ内の最初のサーバーとその他サーバーの間でデータ同期を確認

します。

Cisco Tomcat

Cisco TomcatサービスはWebサーバーをサポートします。

SNMP Master Agent

このサービスはエージェントプロトコルエンジンとして機能し、SNMPリクエストに関連す
る認証、許可、アクセスコントロール、およびプライバシーの機能を提供します。

Serviceability GUIで SNMPの設定を完了した後、[コントロールセンター—ネットワーク機能
（Control Center—Network Features）]ウィンドウで SNMP Master Agentサービスを再起動する
必要があります。

ヒント

MIB2 Agent

このサービスは、システム、インターフェイス、IPなど、変数の読み取りおよび書き込みを行
う、RFC 1213で定義されている変数に対する SNMPアクセスを提供します。

Host Resources Agent

このサービスは、ストレージリソース、プロセステーブル、デバイス情報、およびインストー

ルされたソフトウェアベースなど、ホスト情報に対する SNMPアクセスを提供します。この
サービスは HOST-RESOURCES-MIBを実装します。

Native Agent Adaptor

このサービスは、ベンダーのManagement InformationBases（MIB）をサポートしており、SNMP
リクエストを、システム上で実行されている別の SNMPエージェントに転送できます。

IM and Presence Serviceおよび Unified Communications Managerでは、仮想マシンにインストー
ルされた場合、このサービスは提供されません。

サービス
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System Application Agent

このサービスは、システム上にインストールされ、実行されているアプリケーションに対する

SNMPアクセスを提供します。これは SYSAPPL-MIBを実装します。

Cisco CDP Agent

このサービスは、ノードのネットワーク接続情報に対する SNMPアクセスを提供するために
Cisco Discovery Protocolを使用します。このサービスは CISCO-CDP-MIBを実装します。

Cisco Syslog Agent

このサービスでは、さまざまな Unified Communications Managerコンポーネントが生成する
syslogメッセージの収集をサポートします。このサービスは CISCO-SYSLOG-MIBを実装しま
す。

SNMPサービスを停止すると、ネットワーク管理システムがネットワークをモニタしなくなる
ため、データが失われる場合があります。テクニカルサポートチームの指示がない限り、サー

ビスを停止しないでください。

注意

Cisco Certificate Change Notification

このサービスによって、Tomcat、CallManager、XMPPなどのコンポーネントの証明書がクラス
タ内のすべてのノードで自動的に同期されます。サービスが停止し、証明書を再生成した場合

には、他のノードの証明書信頼に証明書を手動でアップロードする必要があります。

Platform Administrative Webサービス

Platform Administrative Webサービスとは、Unified Communications Manager、IM and Presence
Service、Cisco Unity Connectionシステムでアクティブ化され PAWS-Mサーバーがシステムを
アップグレードできるようにすることが可能な Simple Object Access Protocol（SOAP）APIで
す。

PAWS-Mサーバーで Platform Administrative Webサービスをアクティブ化しないでください。重要

Platform Communication Web Service

PlatformCommunicationWeb Serviceは、Unified CommunicationsManager、Unified Communications
Manager、IM and Presence Service、および Cisco Unity Connectionシステム上で実行される、
Representational State Transfer Protocol（REST）APIです。

Platform Communication Web Serviceを手動で起動あるいは停止することはできません。（注）
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Cisco Certificate Expiry Monitor

このサービスは、システムが生成する証明書の有効期限切れのステータスを定期的に確認し、

証明書の有効期限に近づくと、通知を送信します。UnifiedCommunicationsManagerでは、Cisco
Unified Operating System Administrationで、このサービスを使用する証明書を管理します。 IM
and Presence Serviceでは、Cisco Unified IM and Presence Operating System Administrationでこの
サービスを使用する証明書を管理します。

Cisco Smart License Manager

CiscoSmart LicenseManagerは、パブリッシャ上でしか動作しないネットワークサービスです。
Unified Communications Managerパブリッシャ上のすべての Cisco Smart Licensing処理を管理し
ます。Cisco Smart LicenseManagerサービスは、Cisco Smart SoftwareManagerまたはCisco Smart
Software Managerサテライトに対する製品のライセンスまたは権限付与の使用状況をレポート
し、Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトから承認ス
テータスを取得します。

セキュリティサービス

Cisco Certificate Enrollment Service

このサービスは、オンラインのサードパーティCAおよび認証局のプロキシ機能の間にオンラ
イン接続を構築します。 LSC証明書に署名するために認証局のプロキシ機能を備えたオンラ
イン CAを使用するには、このサービスをアクティブにする必要があります。

シスコ信頼検証サービス

このサービスは、IM and Presence Serviceではサポートされません。

Cisco信頼検証サービスはCallManagerサーバまたは専用サーバーで実行されるサービスで、電
話およびその他のエンドポイントに代わって証明書を認証します。これは、証明書の所有者の

ロールのリストを関連付けます。証明書または所有者を1つまたは複数のロールに関連付ける
ことができます。

電話と信頼検証サービス間のプロトコルにより、電話は検証をリクエストできます。信頼検証

サービスは証明書を検証し、それに関連付けられたロールのリストを返します。プロトコル

は、信頼検証サービスがリクエストを認証できるようにし、逆に電話は信頼検証サービスから

のレスポンスを認証できるようにします。プロトコルは、リクエストとレスポンスの整合性を

保護します。リクエストとレスポンスの機密性は必要ではありません。

スケーラビリティを提供するために、クラスタ内の異なるサーバーで Cisco信頼検証サービス
の複数のインスタンスが実行されます。これらのサーバーは、Cisco Unified CallManagerをホ
ストするサーバーと同じであっても、同じでなくてもかまいません。電話はネットワーク内の

信頼検証サービスのリストを取得し、選択アルゴリズム（ラウンドロビンなど）を使用してそ

のいずれかに接続します。連絡された信頼検証サービスが応答しない場合、電話はリスト内の

次の信頼検証サービスに切替えます。
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データベースサービス

Cisco Database Layer Monitor

Cisco Database Layer Monitorサービスは、データベース層の局面をモニタします。このサービ
スは、変更通知とモニタリングを扱います。

Unified CommunicationsManagerで使用されるAutomatic Update Statisticsは、データベーステー
ブルに加えられた変更をモニタし、統計の更新を必要とするテーブルのみを更新する、インテ

リジェントな統計更新機能です。この機能により、とりわけ Unified Communications Manager
の VMware導入で、帯域幅が大幅に節約されます。インデックスは、デフォルトで Automatic
Update Statisticsによって作成されます。

（注）

SOAPサービス

Cisco SOAP-Real-Time Service APIs

IM and Presence Serviceのみ：Cisco SOAP-Real-Time Service APIは、プレゼンスデータのための
クライアントログインおよびサードパーティ APIをサポートします。

Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connectionのみ：Cisco SOAP-Real-Time
ServiceAPIにより、デバイスとCTIアプリケーションのリアルタイム情報を収集することがで
きます。このサービスは、サービスのアクティブ化、起動、停止のためのAPIも提供します。

Cisco SOAP-Performance Monitoring APIs

Cisco SOAP-PerformanceMonitoring APIサービスは、さまざまなアプリケーションで SOAPAPI
を通じてパフォーマンスモニタリングカウンタを使用できるようにします。たとえば、サー

ビスごとのメモリ情報、CPU使用率、パフォーマンスモニタリングカウンタなどをモニタで
きます。

Cisco SOAP-Log Collection APIs

Cisco SOAP-Log Collection APIサービスは、ログファイルを収集し、リモート SFTPサーバー
のログファイルの収集スケジュールを設定できるようにします。収集するログファイルの例

としては、syslog、コアダンプファイル、シスコアプリケーショントレースファイルなどが
あります。

SOAP-Diagnostic Portal Databaseサービス

Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool（RTMT）は、SOAP-Diagnostic Portal Databaseサービス
を使用して RTMT Analysis Managerがホストするデータベースにアクセスします。 RTMTはオ
ペレータの定義したフィルタ選択に基づいて通話レコードを収集します。このサービスを停止

すると、RTMTはデータベースから通話レコードを収集できません。
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CMサービス
ここでは、Unified Communications Manager CMサービスについて説明します。Cisco Unity
Connectionおよび Cisco Unity Connectionには適用されません。

Cisco CallManager Personal Directory

Cisco CallManager Personal DirectoryサービスはCisco Personal Directoryをサポートしています。

Cisco Business Edition 5000システムでは、このサービスはUnified CommunicationsManagerのみ
をサポートします。

Cisco Extension Mobilityアプリケーション

Ciscoのエクステンションモビリティアプリケーションサービスでは、Ciscoエクステンショ
ンモビリティ機能の電話機設定の接続時間制限などのログイン設定を定義することができま

す。

UnifiedCommunicationsManagerのみ：CiscoExtensionMobility機能により、UnifiedCommunications
Managerクラスタ内のユーザーは、クラスタ内の別の電話機にログインして、その電話機を一
時的に自分自身の電話機として設定できます。ユーザーがログインすると、電話機にユーザー

の個人の電話番号、スピードダイヤル、サービスリンク、その他のユーザー固有のプロパティ

が反映されます。ログアウト後、電話機には元のユーザプロファイルが反映されます。

Cisco CallManager Cisco IP電話サービス

CiscoCallManager Cisco IP電話サービスは、CiscoUnified CommunicationsManagerAdministration
で設定された Cisco Unified IP電話サービスのサービス URLを初期化します。

Cisco Business Edition 5000システムでは、このサービスはUnified CommunicationsManagerのみ
をサポートします。

Cisco User Data Services

Cisco User Data Servicesにより、Cisco Unified IP電話は Cisco Unified Communications Manager
データベースのユーザデータにアクセスできます。 Cisco User Data Servicesは Cisco Personal
Directoryのサポートを提供します。

シスコプッシュ通知サービス

シスコプッシュ通知サービスは、着信コールに関するプッシュ通知を Cisco Unified
Communications Managerから Apple iOSデバイスに送信するための機能を提供します。この
サービスは、Cisco CallManagerサービスからCisco Collaboration Cloudにプッシュ通知メッセー
ジを中継します。また、このサービスは、プッシュ通知の送信に使用されるアクセストーク

ンを管理します。
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シスコヘッドセットサービス

互換性のある Cisco IP電話、Cisco Jabber、またはその他の Ciscoデバイスを使用している場
合、Cisco Headset Serviceで、シスコヘッドセットのインベントリ、設定の更新、および診断
データを管理することができます。

CiscoCallManagerサービスが既に実行されている場合は、すべてのユニファイドコミュニケー
ションマネージャノードでシスコヘッドセットサービスをアクティブにする必要があります。

Cisco Unified CMの管理インターフェイスを使用してヘッドセットを管理するには、ユニファ
イドコミュニケーションマネージャノード上でシスコヘッドセットサービスをアクティブに

してください。 Cisco CallManagerサービスは、シスコヘッドセットサービスを有効にすると
自動的にアクティブになります。必要でない場合は、CiscoCallManagerサービスを非アクティ
ブにします。

（注）

IM and Presence Serviceサービス
IM and Presence Serviceサービスは IM and Presence Serviceだけに適用されます。

Cisco Login Datastore

Cisco Login Datastoreは、Cisco Client Profile Agentにクライアントセッションを保存するため
のリアルタイムデータベースです。

Cisco Route Datastore

Cisco Route Datastoreは、Cisco SIP Proxyと Cisco Client Profile Agentのルート情報と割り当て済
みユーザーのキャッシュを保存するためのリアルタイムデータベースです。

Cisco Config Agent

Cisco Configuration Agentは、IM and Presence Service IDSデータベースの設定変更を Cisco SIP
プロキシに通知する変更通知サービスです。

Cisco Sync Agent

Cisco Sync Agentは、IM and Presenceデータと Unified Communications Managerデータの同期を
維持します。 IM and Presenceに重要なデータについてUnified CommunicationsManagerに SOAP
リクエストを送信し、Unified Communications Managerからの変更通知にサブスクライブして
IM and Presence IDSデータベースを更新します。

Cisco OAM Agent

Cisco OAMAgentサービスは、プレゼンスエンジンに関係する IM and Presence Service IDSデー
タベースの設定パラメータを監視します。データベースに変更が発生すると、OAM Agentは
コンフィギュレーションファイルを書き込み、プレゼンスエンジンに RPC通知を送信しま
す。
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Cisco Client Profile Agent

CiscoClient ProfileAgentサービスは、HTTPSを使用した外部クライアントとの間の安全なSOAP
インターフェイスを提供します。

Cisco Intercluster Sync Agent

Cisco Intercluster Sync Agentサービスは、Unified Communications ManagerへのDNDの伝播を可
能にし、クラスタ間 SIPルーティングのために IM and Presence Serviceクラスタの間でエンド
ユーザ情報を同期します。

Cisco XCP Router

XCPルータは IM and Presence Serviceサーバーのコアコミュニケーション機能です。 IM and
Presence Serviceで XMPPベースのルーティング機能を提供します。XMPPデータを IM and
Presence Service上の他のアクティブな XCPサービスにルーティングしたり、SDNSにアクセ
スして、システムが XMPPデータを IM and Presence Serviceユーザーにルーティングできるよ
うにします。 XCPルータはユーザーの XMPPセッションを管理し、これらのセッションとの
間で XMPPメッセージをルーティングします。

IM and Presence Serviceのインストール後に、システムは Cisco XCP Routerをデフォルトでオン
にします。

Cisco XCPルータを再起動すると、IM and Presence Serviceによりすべてのアクティブな XCP
サービスが自動的に再起動されます。CiscoXCPRouterを再起動するには、[再起動（Restart）]
オプションを選択する必要があることに注意してください。これは、Cisco XCP Routerを停止
して起動するのとは違います。 Cisco XCP Routerを再起動するのではなく停止した場合、IM
and Presence Serviceにより他のすべての XCPサービスが停止されます。その後 XCPルータを
起動しても、IM and Presence Serviceにより他の XCPサービスは自動的に起動しません。手動
で他の XCPサービスを起動する必要があります。

（注）

Cisco XCP Config Manager

Cisco XCP Config Managerサービスは、他の XCPコンポーネント（ルータやMessage Archiver
など）に影響がある、管理 GUIによる設定とシステムトポロジの変更（およびクラスタ間ピ
アから同期されたトポロジ変更）をモニタし、必要に応じてこれらのコンポーネントを更新し

ます。Cisco XCPConfigManagerサービスは、これらの変更によりXCPコンポーネントの再起
動が必要な場合、管理者向けの通知を作成し、再起動が完了すると自動的に通知をクリアしま

す。

Cisco Server Recovery Manager

Cisco Server Recovery Manager（SRM）サービスは、プレゼンス冗長グループ内のノード間の
フェイルオーバーを管理します。 SRMは、ノード内のすべての状態変化を管理します。状態
変化には、自動的なものと管理者により実行されるもの（手動）があります。プレゼンス冗長

グループでハイアベイラビリティを有効にすると、各ノードのSRMがピアノードとのハート
ビート接続を確立し、重要なプロセスのモニタを開始します。
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Cisco IM and Presence Data Monitor

Cisco IM and Presence Data Monitorは IM and Presence Serviceの IDS複製状態をモニタします。
他の IM and Presence Serviceは、Cisco IM and Presence Data Monitorに依存します。これらの依
存サービスは、シスコのサービスを使用して、IDSの複製が安定した状態になるまで起動を遅
らせます。

また、Cisco IM and Presence Data Monitorは、Unified Communications Managerから Cisco Sync
Agentの同期のステータスを確認します。 IDSの複製が設定され、IM and Presenceデータベー
スパブリッシャノードの Sync AgentがUnified Communications Managerからの同期を完了させ
た後にのみ、依存するサービスを起動することができます。タイムアウトになると、IDSの複
製と Sync Agentが完了していなくても、パブリッシャノードの Cisco IM and Presence Data
Monitorは依存サービスの起動を許可します。

サブスクライバノードで、IDSの複製が正常に確立されるまで、Cisco IM and PresenceData
Monitorは機能サービスの起動を遅らせます。 Cisco IM and Presence Data Monitorは、クラスタ
内の問題のあるサブスクライバノードのみで機能サービスの開始を遅らせます。問題がある

ノードが1台あるからといって、すべてのサブスクライバノードで機能サービスの開始を遅ら
せることはありません。たとえば、IDSの複製が node1および node2で正常に確立されたが、
node3では確立されない場合、Cisco IMandPresenceDataMonitorにより、機能サービスは node1
および node2で開始できますが、node3では機能サービスの開始が遅れます。

Cisco Presence Datastore

Cisco Presence Datastoreは、一時的なプレゼンスデータとサブスクリプションを保存するため
のリアルタイムデータベースです。

Cisco SIP Registration Datastore

Cisco Presence SIP Registration Datastoreは、SIP登録データを保存するためのリアルタイムデー
タベースです。

シスコ RCCデバイス選択

シスコ RCCデバイス選択サービスはリモートコール制御のための Cisco IM and Presenceユー
ザーのデバイス選択サービスです。

CDRサービス
ここでは、CDRサービスについて説明します。IM and Presence Serviceおよび Cisco Unity
Connectionには適用されません。

Cisco CDR Repository Manager

このサービスは、Cisco CDR Agentサービスから取得された、生成されたコール詳細レコード
（CDR）を維持し、移動します。クラスタがサポートされているシステム（Unified
Communications Managerのみ）では、このサービスは最初のサーバーにあります。
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Cisco CDR Agent

Unified CommunicationsManagerは、Cisco Unified CommunicationsManagerシステムのCisco CDR
Agentをサポートします。

（注）

このサービスは、IM and Presence Serviceおよび Cisco Unity Connectionをサポートしていませ
ん。

Cisco CDRAgentサービスは、Unified CommunicationsManagerによって生成されるCDRファイ
ルおよび CMRファイルを、ローカルホストから CDRリポジトリサーバーに転送します。こ
のサーバーでは、CDR Repository Managerサービスが SFTP接続を使用して実行されます。

このサービスは、ローカルホストからクラスタ内の CDRリポジトリサーバーに生成された
CDRファイルおよび CMRファイルを転送します。 CDR Repository Nodeスタンドアロンサー
バーの CDR Agentが SFTP接続で Cisco CDR Repository Managerへのスタンドアロンサーバー
で生成したファイルを転送します。 CDR Agentがファイルを維持し、移動します。

このサービスを機能させるには、サーバーで Cisco CallManagerサービスをアクティブにし、
サービスが実行されていることを確認します。設定でクラスタがサポートされている場合

（Unified Communications Managerのみ）、最初のサーバー上で Cisco CallManagerサービスを
アクティブ化します。

Cisco CAR Scheduler

Cisco CDR Analysis and Reporting（CAR）Schedulerサービスは、IM and Presence Serviceおよび
Cisco Unity Connectionをサポートしていません。

CiscoCARSchedulerサービスを使用すると、レポートの生成や、CDR分析とレポート（CAR）
データベースへの CDRファイルのロードなど、CARに関連するタスクをスケジュールできま
す。

Cisco SOAP-CallRecord Service

Cisco SOAP-CallRecordサービスはデフォルトではパブリッシャで SOAPサーバーとして実行
され、クライアントが SOAP APIを通じて CARデータベースに接続できるようにします。こ
の接続は、（別の CAR IDSインスタンスにより）CARコネクタを使用して行われます。

Cisco CAR DB

Cisco CAR DBは CARデータベースの Informixインスタンスを管理し、Service Managerがこの
サービスを開始または停止できるようにして、CARIDSインスタンスを個々に起動またはシャッ
トダウンできるようにします。これは、CCM IDSインスタンスを維持するために使用される
Unified Communications Managerデータベースと似ています。

Cisco CAR DBサービスは、デフォルトではパブリッシャでアクティブ化されます。 CAR DB
インスタンスがインストールされてパブリッシャでアクティブに実行され、CARデータベー
スを維持します。このネットワークサービスはパブリッシャでのみ使用され、サブスクライ

バでは使用できません。
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管理サービス

ここでは、管理サービスについて説明します。Cisco Unity Connectionには適用されません。

Cisco CallManager Admin

Cisco CallManager Adminサービスは、IM and Presence Serviceおよび Cisco Unity Connectionで
はサポートされていません。

Cisco CallManager Adminサービスは、Unified Communications Manager Administration（Cisco
Unified Communications Manager設定を構成するために使用するWebアプリケーション/イン
ターフェイス）をサポートします。 Unified Communications Managerのインストール後に、こ
のサービスは自動的に起動し、グラフィカルユーザインターフェイス（GUI）にアクセスす
ることができるようになります。このサービスを停止すると、そのサーバーをブラウズしたと

きに、Cisco Unified Communications Managerの管理のグラフィカルユーザーインターフェイ
スにアクセスできません。

Cisco IM and Presence Admin

Cisco IM and Presence管理サービスは、Unified Communications Managerおよび Cisco Unity
Connectionではサポートされません。

Cisco IM and Presence Adminサービスは、Cisco Unified Communications Manager IM and Presence
管理、つまりIM and Presence Service設定を行うために使用するWebアプリケーション/イン
ターフェイス）をサポートします。 IMandPresenceServiceをインストールした後、このサービ
スが自動的に起動し、GUIにアクセスできるようになります。このサービスを停止すると、
そのサーバーをブラウズする際に、Cisco Unified Communications Manager IM and Presence管理
GUIにアクセスできなくなります。

Services setup

コントロールセンター

Serviceability GUIのコントロールセンターでは、ステータスを表示したり、一度に 1つのサー
ビスを起動および停止したりすることができます。ネットワークサービスを起動、停止、お

よび再起動するには、[コントロールセンター -ネットワークサービス（ControlCenter -Network
Services）]ウィンドウにアクセスします。機能サービスを起動、停止、再起動するには、[コ
ントロールセンター -機能サービス（Control Center - Feature Services）]ウィンドウにアクセス
します。

[関連リンク（RelatedLinks）]リストボックスと [移動（Go）]ボタンを使用して、[コントロー
ルセンター（Control Center）]ウィンドウと [サービスの開始（Service Activation）]ウィンド
ウにナビゲートします。

ヒント

サービス

26

サービス

管理サービス



Unified Communications Managerおよび IM and Presenceのみ：クラスタ設定では、ステータス
を表示したり、クラスタ内の1台のサーバーのサービスを一度に開始および停止することがで
きます。

UnifiedCommunicationsManagerのみ：機能サービスを起動および停止すると、そのサービスに
現在登録されているすべての Cisco Unified IP電話およびゲートウェイがセカンダリサービス
にフェールオーバーされます。セカンダリサービスに登録できない場合だけデバイスと電話

機を再起動する必要があります。サービスを起動および停止すると、Unified Communications
Managerをホームとするその他のインストール済みアプリケーション（会議ブリッジまたは
Cisco Messaging Interfaceなど）も起動および停止します。

UnifiedCommunicationsManagerのみ：サービスを停止すると、そのサービスによって制御され
るすべてのデバイスの呼処理も停止します。サービスが停止すると、IPフォンから別の IP
フォンへのコールは停止せず、IPフォンからMedia Gateway Control Protocol（MGCP）ゲート
ウェイへの実行中のコールも停止しませんが、他の種類のコールはドロップします。

注意

サービスのセットアップ

サービスを使用する場合は、次のタスクを実行できます。

手順

ステップ 1 実行する機能サービスをアクティブ化します。

ステップ 2 適切なサービスパラメータを設定します。

ステップ 3 必要に応じて、ServiceabilityGUIのトレースツールを使って問題のトラブルシューティングを
行います。

サービスのアクティブ化

Serviceability GUIの [サービスの開始（Service Activation）]ウィンドウでは、複数の機能サー
ビスをアクティブ化または非アクティブ化したり、アクティブ化するデフォルトのサービスを

選択できます。 IM and PresenceのノードからUnifiedCommunicationsManagerサービスの表示、
起動、停止を行ったり、その逆を行うことができます。次のエラーが発生することがありま

す。「サーバへの接続が確立できません(リモートノードにアクセスできません)（Connection
to the Server cannot be established (unable to access Remote Node)）」。このエラーメッセージが
表示された場合は、『Administration Guide for Cisco Unified Communications Manager』を参照し
てください。

（注）

サービス
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Unified Communications Manager Release 6.1.1以降、エンドユーザーはサービスの起動および停
止に Cisco Unified Serviceabilityを利用することができません。

（注）

機能サービスは自動モードでアクティブ化され、Serviceability GUIにより、単一ノード構成に
基づいてサービスの依存関係がチェックされます。機能サービスをアクティブ化することを選

択すると、動作するためにそのサービスに依存するサービスが他にある場合は、そのすべてを

選択することが求められます。 [デフォルトの設定（Set Default）]をクリックすると、サー
バーで実行するために必要なサービスが Serviceability GUIによって選択されます。

Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceのみ：クラスタをサポート
する設定であっても、このプロセスは単一サーバ設定に基づきます。

サービスをアクティブ化すると、自動的にサービスが起動します。サービスはコントロール

センターから開始および停止します。

Cisco Unified Communications Managerのクラスタサービスアクティ
ベーションに関する推奨事項

クラスタでサービスを有効化する前に、マルチサーバ Unified Communications Manager設定用
のサービスの推奨事項を示す、次の表を確認してください。

表 1 : Cisco Unified Communications Managerのサービスアクティベーションに関する推奨事項

アクティブ化の推奨事項サービス/サーブレット

CMサービス

このサービスは、Unified Communications Managerをサポートしています。

[Control Center - Network Services]で、Cisco RIS Data CollectorサービスとDatabase Layer
Monitorサービスがノードで実行されていることを確認します。

このサービスをアクティブ化する前に、Cisco Unified Communications Manager
Administration内の [Unified Communications Managerの検索/リスト（Unified
CommunicationsManager Find/List）]ウィンドウのUnifiedCommunicationsManager
サーバーの表示内容を確認します。サーバーが表示されていない場合、この

サービスをアクティブ化する前に Unified Communications Managerサーバーを
追加します。

サーバーを追加する方法については、『Cisco Unified Communications Manager

システム設定ガイド』を参照してください。

ヒント

Cisco CallManager

サーバーに接続されたUSB/シリアルアダプタを使用してサードパーティ製ボイスメー
ルシステムとの SMDI統合を使用している場合にだけアクティブ化します。

Cisco Messaging Interface

サービス
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アクティブ化の推奨事項サービス/サーブレット

モバイルボイスアクセスが機能するには、最初の VXMLページを指すように H.323
ゲートウェイを設定した後でクラスタ内の最初のノードでこのサービスをアクティブ

化する必要があります。また、Cisco CallManagerおよびCisco TFTPサービスはクラス
タ内の 1つのサーバー上で実行するようにしてください。Cisco Unified Mobile Voice
Access Serviceが実行されているサーバーと同じサーバーである必要はありません。

Cisco UnifiedMobile Voice
Access Service

クラスタ内に複数のノードがある場合は、クラスタごとに 1つまたは 2つのサーバー
でアクティブ化します。保留音専用のノードでアクティブ化することができます。こ

のサービスでは、クラスタ内の 1つのノードで Cisco TFTPをアクティブ化する必要が
あります。最初のノードおよびCiscoCallManagerサービスを実行するノードでは、こ
のサービスをアクティブ化しないでください。

Cisco IP Voice Media
Streaming App

JTAPI/TAPIアプリケーションが接続する各ノードでアクティブ化します。CTIManager
をアクティブ化するには、Cisco CallManagerサービスもノードでアクティブ化する必
要があります。 CTIManagerおよび Cisco CallManagerサービスの相互作用の詳細につ
いては、CMサービスに関連するトピックを参照してください。

Cisco CTIManager

クラスタ内のすべてのノードでアクティブ化します。Cisco Extension Mobility

Quality Report Tool（QRT）をサポートするこのサービスは、Cisco RIS Data Collectorを
実行する 1つまたは複数のサーバーでアクティブ化します。クラスタ内のノードで
Cisco CTIManagerサービスがアクティブなことを確認します。

Cisco Extended Functions

DHCP Monitor Serviceが有効になると、IPフォンの IPアドレスに影響するデータベー
スの変更を検出し、/etc/dhcpd.confファイルを変更し、DHCPDを停止し、更新された
コンフィギュレーションファイルで再起動します。このサービスは、DHCPが有効化
されているノード上でアクティブ化してください。

Cisco DHCPMonitorサー
ビス

音声コールとビデオコールの帯域幅割り当てを管理するために Ciscoのロケーション
コールアドミッション制御メカニズムを使用する場合は、このサービスをアクティブ

化する必要があります。このサービスは、Cisco CallManagerサービスとともに動作し
ます。 Cisco CallManagerサービスを実行するサーバーで Cisco Location Bandwidth
Managerを実行することを推奨します。CallManagerサービスと同じサーバーでLocation
BandwidthManagerが実行されていない場合は、LocationBandwidthManagerグループが
正しく設定されていることを確認します。

シスコロケーション帯域

幅マネージャ

複数のUnified CommunicationsManagerクラスタ間でURIと数字ルーティング情報を伝
播する場合、この交換に参加するクラスタのパブリッシャでこのサービスをアクティ

ブ化する必要があります。

シスコクラスタ間検索

サービス

クラスタ内に複数のノードがある場合は、Cisco Dialed Number Analyzerサービス専用
の 1つのノードでこのサービスをアクティブにしてください。

Cisco Dialed Number
Analyzer Server

サービス
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アクティブ化の推奨事項サービス/サーブレット

Unified Communications ManageのDialed Number Analyzerを使用する場合は、このサー
ビスをアクティブ化します。このサービスはリソースを大量に消費することがあるた

め、コール処理アクティビティが最も少ないノードかオフピーク時にアクティブ化し

ます。

Cisco Dialed Number
Analyzer

クラスタ内に複数のノードがある場合は、Cisco TFTPサービス専用の 1つのノードで
このサービスをアクティブ化します。クラスタ内の複数のノードでこのサービスをア

クティブ化する場合は、オプション 150を設定します。

Cisco TFTP

Unified CommunicationsManagerからシスコヘッドセットを管理する場合は、このサー
ビスを有効化します。

Cisco CallManagerサービスが既に実行されている場合は、すべてのユニファイ
ドコミュニケーションマネージャノードでシスコヘッドセットサービスをア

クティブにする必要があります。 Cisco Unified CMの管理インターフェイスを
使用してヘッドセットを管理するには、ユニファイドコミュニケーションマ

ネージャノード上でシスコヘッドセットサービスをアクティブにしてくださ

い。 Cisco CallManagerサービスは、シスコヘッドセットサービスを有効にす
ると自動的にアクティブになります。必要でない場合は、Cisco CallManager
サービスを非アクティブにします。

（注）

シスコヘッドセット

サービス

CTIサービス

CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantを使用する場合は、クラスタ内の任意の
2台のサーバ（プライマリおよびバックアップ）でこのサービスをアクティブ化しま
す。Cisco CTIManagerサービスがクラスタ内でアクティブ化されていることを確認し
ます。

Cisco IP Manager Assistantの詳細については、『 Feature Configuration Guide for Cisco
Unified Communications Manager』を参照してください。

Cisco IPManager Assistant

クラスタごとに 1つのノードでアクティブ化します。Cisco WebDialer Web
Service

セルフプロビジョニング IVRサービスを有効にするには、Cisco CTIManagerサービス
も有効にする必要があります。

サービスが非アクティブ化されている場合でもセルフプロビジョニングを設定するこ

とはできますが、管理者が IVRサービスを使用して IPフォンをユーザーに割り当てる
ことはできません。デフォルトでは、このサービスは非アクティブ化されています。

セルフプロビジョニング
IVR

CDRサービス

サービス
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アクティブ化の推奨事項サービス/サーブレット

Cisco SOAP-CDROnDemandサービスは、最初のサーバー上だけでアクティブ化するこ
とができ、Cisco CDR Repository Managerおよび Cisco CDR Agentサービスが同じサー
バー上で実行されている必要があります。

UnifiedCommunicationsManagerリリース 12.xと以降のリリースの場合、CDRonDemand
Serviceは、デフォルトで有効になっていません。 CDR onDemand Serviceを有効にす
る場合、このサービスを手動でアクティブにする必要があります。 CDR onDemand
Serviceをアクティブにするに
は、/usr/local/cm/bin/soapservicecontrol2.shCDRonDemandServiceCDRonDemanddeploy8443

コマンドを実行します。

Cisco
SOAP-CDRonDemand
サービス

Cisco CAR Webサービスは、最初のサーバー上だけでアクティブ化することができ、
CiscoCARSchedulerサービスが同じサーバー上でアクティブにされ、実行されており、
CDRRepositoryManagerサービスも同じサーバー上で実行されている必要があります。

Cisco CAR Web Service

データベースおよび管理者サービス

インストール後は、すべてのクラスタノードで Cisco AXLWebサービスがデフォルト
で有効になります。パブリッシャノードではこのサービスを常にアクティブなままに

することを推奨します。これにより、Unified Provisioning Managerなどの AXLに依存
する製品を設定できるようになります。

必要に応じて、機能サービス下の Cisco Unified Serviceabilityの特定のサブスクライバ
ノードのサービスをアクティブ化/非アクティブ化することができます。

Cisco AXL Web Service

Cisco Bulk Provisioningサービスは、最初のノードだけでアクティブにできます。 Bulk
Administration Tool（BAT）を使用して電話とユーザーを管理している場合は、この
サービスをアクティブ化する必要があります。

Cisco Bulk Provisioning
サービス

このサービスは、認証およびユーザ許可のチェックを実行します。CiscoIP電話Address
Book Synchronizerの TabSyncクライアントは、Cisco Unified Communications Manager
データベースの照会用に Cisco UXL Webサービスを使用します。

Cisco IP電話Address Book Synchronizerを使用する場合は、このサービスを 1つのノー
ド（パブリッシャノードを推奨）でこのサービスをアクティブ化する必要がありま

す。 Cisco IP電話Address Book Synchronizerを使用しない場合、このサービスを非アク
ティブ化することを推奨します。デフォルトでは、このサービスは非アクティブ化さ

れています。

Cisco UXL Webサービス

アップグレードの管理、バージョンの切り替え、操作の再開または再対処のために

Cisco Prime Collaboration Deployment（PCD）サーバーを使用する場合は、このサービ
スをアクティブ化する必要があります。PlatformAdministrativeWebサービス（PAWS）
により、Call Managerと Prime Collaboration Deployment（PCD）の間で通信を行うこと
ができます。クラスタ内に複数のノードがある場合は、クラスタ内の各サーバーでこ

のサービスをアクティブ化する必要があります。

Cisco Platform
AdministrativeWebサービ
ス

サービス
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アクティブ化の推奨事項サービス/サーブレット

Cisco Unified Communications Manager Auto-Register Phone Toolを使用する前に、最初の
ノードでこのサービスをアクティブ化する必要があります。CiscoUnifiedCommunications
Manager Auto-Register Phone ToolのダミーMACアドレスを作成する場合、Cisco Bulk
Provisioningサービスが同じノードでアクティブ化されていることを確認します。

Cisco TAPSサービス

パフォーマンスおよびモニタリングサービス

最初のノードだけでアクティブ化します。

このサービスは、他のノードでアクティブ化されていても、最初のノードだけ

でレポートを生成します。

（注）

Cisco Serviceability
Reporter

SNMPを使用する場合は、このサービスをクラスタ内のすべてのサーバーでアクティ
ブ化します。

Cisco CallManager SNMP
サービス

セキュリティサービス

クラスタ内のすべてのサーバーでアクティブ化します。Cisco CTL Provider

最初のノードだけでアクティブ化します。Cisco Certificate Authority
Proxy Function（CAPF）

ディレクトリサービス

最初のノードだけでアクティブ化します。Cisco DirSync

IM and Presence Serviceのクラスタサービスアクティベーションに関
する推奨事項

ある機能のいずれかのサービスを有効にする前に、その機能について IMandPresenceで必要な
すべての設定を行う必要があります。各 IM and Presence機能については、関連マニュアルを
参照してください。

注意

クラスタ内でサービスを有効にする前に、マルチノード構成での IMandPresence構成の推奨事
項を示した次の表を確認してください。

表 2 : IM and Presence Serviceアクティベーションに関する推奨事項

推奨事項サービス/サーブレット

データベースおよび管理者サービス

サービス
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推奨事項サービス/サーブレット

インストール後は、すべてのクラスタノードで

Cisco AXLWebサービスがデフォルトで有効に
なります。 IM and Presence Serviceデータベー
スパブリッシャノードでサービスを常にアク

ティベートしたままにしておくことを推奨しま

す。これにより、AXLに依存している製品を
構成できるようになります。クラスタ間通信が

構成されている場合、リモートピアからの同期

元として構成されたサブクラスタ内の両方の

ノードで、このサービスを有効にする必要があ

ります。このサービスが両方のノードでイネー

ブルになっていない場合、プレゼンス機能およ

びIM機能はフェールオーバー時に失われます。

必要に応じて、[Cisco Unified Serviceability]で
[機能サービス（Feature Services）]の下にある
特定の IM and Presenceサブスクライバノード
で、このサービスをアクティベートまたは非ア

クティベートできます。

Cisco AXL Web Service

• CiscoBulk Provisioningサービスは、最初の
ノードだけで有効にします。

• Bulk Administration Tool（BAT）を使用し
てユーザーを管理している場合は、この

サービスを有効にする必要があります。

Cisco Bulk Provisioningサービス

パフォーマンスおよびモニタリングサービス

このサービスは、パブリッシャノードのみで有

効にします。

このサービスは、他のノードでサービス

を有効にした場合でも、必ずパブリッ

シャノードでレポートを生成します。

（注）

Cisco Serviceability Reporter

IM and Presenceサービス

このサービスは、クラスタ内のすべてのノード

で有効にします。

Cisco SIP Proxy

このサービスは、クラスタ内のすべてのノード

で有効にします。

Cisco Presence Engine

このサービスは、クラスタ内のすべてのノード

で有効にします。

Cisco Sync Agent

サービス
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推奨事項サービス/サーブレット

• IM and Presenceでチャット機能を展開する
場合はこのサービスを有効にします。

•このサービスは、チャット機能を実行する
各ノードで有効にします。

常設チャット機能は、外部データベース

を必要とします。常設チャット機能を

有効にする場合、Text Conference
Managerサービスを起動する前に、外部
データベースも設定する必要がありま

す。 Text Conference Managerサービス
は、常設チャット機能が有効でも外部

データベースが設定されていない場合は

起動しません。については、『Database

Setup Guide for IM and Presence』Unified
Communications Managerを参照してくだ
さい。

（注）

Cisco XCP Text Conference Manager

• Webクライアントを IM and Presenceと統
合する場合はこのサービスを有効にしま

す。

•このサービスは、クラスタ内のすべての
ノードで有効にします。

Cisco XCP Web Connection Manager

• XMPPクライアントを IM and Presenceと統
合する場合はこのサービスを有効にしま

す。

•このサービスは、クラスタ内のすべての
ノードで有効にします。

Cisco XCP Connection Manager

次のいずれかの構成を展開する場合はこのサー

ビスを有効にします。

• IM and Presence上で SIPプロトコルを介し
たドメイン間フェデレーション。このサー

ビスは、SIPフェデレーションを実行する
各ノードで有効にします。

• IM and Presence Release 9.xクラスタとCisco
Unified Presence Release 8.6(x)クラスタ間の
クラスタ間導入。このサービスは、Release
9.xクラスタ内のすべてのノードで有効に
します。

Cisco XCP SIP Federation Connection Manager

サービス
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推奨事項サービス/サーブレット

•このサービスは、IM and Presence上で
XMPPプロトコルを介したドメイン間フェ
デレーションを展開する場合にのみ有効に

します。

•このサービスは、XMPPフェデレーション
を実行する各ノードで有効にします。

ノードで XMPP Federation Connection
Managerサービスを有効にする前に、そ
のノードのCiscoUnified Communications
Manager IM and Presence Administration
で XMPPフェデレーションを有効にす
る必要があります。 については、

『Interdomain Federation for IM and

Presence』Unified Communications
Managerを参照してください。

（注）

Cisco XCP XMPP Federation Connection Manager

• IM and Presenceでコンプライアンス機能を
展開する場合はこのサービスを有効にしま

す。

•このサービスは、IMコンプライアンス機
能を実行するすべてのノードで有効にしま

す。

外部データベースを設定する前に

Message Archiverを有効にしても、サー
ビスは開始されません。また、外部デー

タベースに到達できない場合もサービス

は開始されません。 については、

『Database Setup Guide for IM and

Presence』Unified Communications
Managerを参照してください。

（注）

Cisco XCP Message Archiver

サービス
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推奨事項サービス/サーブレット

• IM and Presence上のXMPPクライアントを
LDAPディレクトリと統合する場合はこの
サービスを有効にします。

•このサービスは、クラスタ内のすべての
ノードで有効にします。

サードパーティ XMPPクライアント用
の連絡先検索設定を行う前に Directory
Serviceを有効にしても、サービスは開
始されますが、再度停止されます。

Unified Communications Managerについ
ては、『Configuration and Administration

of IM and Presence Service』を参照して

ください。

（注）

Cisco XCP Directory Service

• XMPPクライアントを IM and Presenceと統
合する場合はこのサービスを有効にしま

す。

•このサービスは、クラスタ内のすべての
ノードで有効にします。

Cisco XCP Authentication Service

機能サービスのアクティブ化

Serviceability GUIの [サービスの開始（Service Activation）]ウィンドウで、機能サービスをア
クティブ化および非アクティブ化します。 [サービスの開始（Service Activation）]ウィンドウ
に表示されるサービスは、アクティブ化されるまで起動しません。

（ネットワークサービスではなく）機能サービスのみをアクティブ化および非アクティブ化す

ることができます。必要な数のサービスを同時にアクティブ化または非アクティブ化できま

す。一部の機能サービスは他のサービスに依存しているため、その依存しているサービスがア

クティブ化してから、該当の機能サービスがアクティブ化します。

Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceのみ：[サービスの開始（Service
Activation）]ウィンドウでサービスをアクティブ化する前に、クラスタサービスをアクティブ
化する際の推奨事項に関連するトピックを確認してください。

ヒント

手順

ステップ 1 [ツール（Tools）] > [サービスアクティベーション（Service Activation）]を選択します。

[Service Activation]ウィンドウが表示されます。

サービス
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ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからサーバ（ノード）を選択し、[移動（Go）]をク
リックします。

IM and Presence ServiceノードからUnified CommunicationsManagerサービスにアクセスしたり、
その逆を行うことができます。リモートノードにアクセスしようとすると、次のエラーが発

生する場合があります。「サーバへの接続が確立できません(リモートノードに接続できませ
ん)（Connection to the Server cannot be established (unable to connect to Remote Node)）」。このエ
ラーメッセージが表示された場合は、『Administration Guide for Cisco Unified Communications
Manager』を参照してください。

ステップ 3 次のいずれかの操作を実行してサービスを有効または無効にします。

a) 単一サーバーで実行する必要があるデフォルトサービスをオンにするには、[デフォルトに
設定（Set to Default）]を選択します。

このオプションを選択すると、単一サーバーの構成に基づいてデフォルトのサービ

スが選択され、サービスの依存関係が確認されます。

（注）

b) すべてのサービスを有効にするには、[すべてのサービスをチェック（CheckAll Services）]
をオンにします。

c) 特定のサービスを有効にするには、有効にするサービスのチェックボックスをオンにしま
す。

d) サービスを無効にするには、無効にするサービスのチェックボックスをオフにします。

ステップ 4 Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceのみ：クラスタ構成の場合は、クラ
スタサービスのアクティブ化に関する推奨事項を確認してから、アクティブ化するサービスの

隣にあるチェックボックスをオンにします。

ステップ 5 アクティブ化するサービスのチェックボックスをオンにした後、[保存（Save）]をクリックし
ます。

アクティブ化したサービスを非アクティブ化するには、非アクティブ化するサービスの

隣にあるチェックボックスをオフにして、[保存（Save）]をクリックします。
ヒント

サービスの最新の状態を取得するには、[更新（Refresh）]ボタンをクリックします。ヒント

関連トピック

CiscoUnified CommunicationsManagerのクラスタサービスアクティベーションに関する推
奨事項（28ページ）
IM and Presence Serviceのクラスタサービスアクティベーションに関する推奨事項（32
ページ）

コントロールセンターまたは CLIでのサービスの開始、停止、再起動
これらのタスクを実行するために、Serviceability GUIには 2つのコントロールセンターウィ
ンドウがあります。ネットワークサービスを起動、停止、および再起動するには、[コント
ロールセンター—ネットワークサービス（Control Center—Network Services）]ウィンドウにア

サービス
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クセスします。機能サービスを起動、停止、再起動するには、[コントロールセンター -機能
サービス（Control Center—Feature Services）]ウィンドウにアクセスします。

[関連リンク（RelatedLinks）]リストボックスと [移動（Go）]ボタンを使用して、[コントロー
ルセンター（Control Center）]ウィンドウと [サービスの開始（Service Activation）]ウィンド
ウにナビゲートします。

ヒント

コントロールセンターでのサービスの開始、停止、再起動

Serviceability GUIのコントロールセンターでは次のことができます。

•ステータスの表示
•ステータスの更新
•特定のサーバー、またはクラスタ設定のクラスタ内のサーバーにおける機能およびネット
ワークサービスの起動、停止、および再起動

サービスが停止中の場合、サービスが停止するまで起動できないことに注意してください。

UnifiedCommunicationsManagerのみ：サービスを停止すると、そのサービスによって制御され
るすべてのデバイスの呼処理も停止します。サービスを停止しても、IPフォンから別の IP
フォンへのコールは接続されたまま、IPフォンからMedia Gateway Control Protocol（MGCP）
ゲートウェイへの進行中のコールも接続されたままになります。他の種類のコールはドロップ

されます。

注意

手順

ステップ 1 起動/停止/再起動/更新するサービスのタイプに応じて、次のいずれかのタスクを実行します。

• [ツール（Tool）] > > [コントロールセンター -機能サービス（Control Center - Feature
Services）]を選択します。

機能サービスは、起動/停止/再起動する前にアクティブ化する必要があります。ヒント

• [ツール（Tools）] > [コントロールセンター -ネットワークサービス（Control Center -
Network Services）]を選択します。

ステップ 2 [サーバー（Server）]ドロップダウンリストからサーバーを選択し、[移動（Go）]をクリック
します。

ウィンドウに次の項目が表示されます。

•選択したサーバーのサービス名。

•サービスグループ。

サービス
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•サービスステータス。[起動済み（Started）]、[実行中（Running）]、[停止中（NotRunning）]
など（[ステータス（Status）]カラム）。

•サービスが実行を開始した正確な時刻（[開始時間（Start Time）]カラム）。

•サービスを実行している時間（[アップタイム（Up Time）]カラム）。

ステップ 3 次のいずれかの作業を実行します。

•起動するサービスの横にあるオプションボタンをクリックし、[開始（Start）]をクリック
します。 [ステータス（Status）]が変化し、更新されたステータスが反映されます。

•停止するサービスの横にあるオプションボタンをクリックし、[停止（Stop）]をクリック
します。 [ステータス（Status）]が変化し、更新されたステータスが反映されます。

•再起動するサービスの横にあるオプションボタンをクリックし、[再起動（Restart）]をク
リックします。再起動に時間がかかることを示すメッセージが表示されます。 OKをク
リックします。

•サービスの最新の状態を表示するには、[更新（Refresh）]をクリックします。

• [サービスの開始（Service Activation）]ウィンドウまたは他のコントロールセンターウィ
ンドウを表示するには、[関連リンク（RelatedLinks）]ドロップダウンリストからオプショ
ンを選択し、[移動（Go）]をクリックします。

コマンドラインインターフェイスを使用したサービスの開始、停止、再起動

CLIを使用してサービスを開始および停止することができます。CLIから開始および停止でき
るサービスのリストとその実行方法については、『Command Line Interface Reference Guide for
Cisco Unified Solutions』を参照してください。

ほとんどのサービスは、ServiceabilityGUIのコントロールセンターから開始または停止する必
要があります。

ヒント

サービス
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


